
第
１
班

経営における改善の位置づけとトップの役割
安藤 之裕（（一財）日本科学技術連盟 国際事業 参与）， 岩佐 伸勝 （㈱ジーシー GQM推進室 室長）
趣
旨 妥当な経営目標・戦略を設定し、達成し続けていくためには、経営トップのリーダーシップとコミットメントによって組織能力を高めるこ
とが必要です。その具体的な実践手段の一つが改善活動であり、品質不正の未然防止にも寄与するものです。「改善活動とは現場のみ
の取り組み」という誤解がありますが、経営者や管理者が行う経営上の意思決定においても、経験や勘だけに頼るのではなく、改善の手
順や技法を活用することで、その質と成功の確率を高めることができます。方針管理を効果的・効率的に運用する鍵は体系的な改善活
動ともいえるでしょう。第１班では、改めて経営における改善の位置づけを確認し、トップが果たすべき役割について議論します。

論
点

❶経営における改善の位置づけ
❷現場の改善を推進するためのトップの
役割

❸「変えてはいけないもの」「変えなけれ
ばいけないもの」は何か

第
２
班

方針管理と改善活動
西　敏明（岡山商科大学 経営学部 教授）, 國遠 正章（元 ㈱豊田自動織機）
趣
旨 方針管理と改善活動が整合していないと、活動全体がバラバラな方向に向かう可能性があります。その結果、無駄な活動や重複した
活動が発生し、リソースと時間の浪費につながります。これらは従業員のモチベーションの低下となり、品質向上への意欲の低下を招
きます。組織全体の品質目標を達成するための方針を策定・運用するためには、方針管理と改善活動の計画・実行・評価をどのように連
携させるかが重要です。そのためには、組織全体で効果的に情報共有をする必要があります。変化が激しく、情報があふれかえってい
る現代では、いかに的確な情報をつかみ、それに基づいて適切な改善テーマを設定し、高速にPDCAを回していくことが大切です。ま
た、サステナビリティへの配慮も必要です。そうすることで、方針と改善活動の一貫性を確保し、より効果的な品質向上を実現できると
考えられます。第２班では、メンバーの所属する組織の具体例を持ち寄って、上記の観点を中心に議論します。

論
点

❶ビッグデータやAIを利用した的確な改
善テーマの設定

❷変化の激しい現代にサステナビリティに
も配慮した方針管理と改善活動

❸「変えてはいけないもの」「変えなけれ
ばいけないもの」は何か

第
３
班

日常管理と改善活動
長塚 豪己（中央大学 理工学部 ビジネスデータサイエンス学科 教授）, 渡邉 克彦（トヨタ自動車㈱ TQM推進部）
趣
旨 品質の確保には徹底した日常管理と十分な改善活動が必要です。日常管理が徹底されていないと品質のばらつきが生じます。改善
活動が十分に行われないなら根本的な問題解決ができず、同じ品質問題が繰り返し発生します。同様の品質問題が常時発生している
と現場のモチベーションは低下し、改善活動が形骸化します。この悪循環は顧客離脱を招く可能性があります。全社員が日常管理と
改善活動に意欲的に取り組む必要があります。日常管理と改善活動を密接に連携させることが重要です。そのためには、日常管理活
動で得られたデータを改善活動に活かす、改善活動で得られた成果を日常管理活動に反映する、そしてスパイラルアップするといっ
た仕組みの構築が大切です。第３班では、従来から重視されている取り組みに加えて、ビッグデータ分析による品質問題の予兆発見
と予防、AIによる作業手順書の生成・更新、環境負荷低減など、新たな取り組みの可能性についても議論します。

論
点

❶日常管理において、「うまくいっている
こと」「うまくいっていないこと」

❷ビッグデータやAIを用いた新たな日常
管理と改善活動の取り組み

❸「変えてはいけないもの」「変えなけれ
ばいけないもの」は何か

第
４
班

品質不正と改善活動
鬼頭　靖（（一財）日本科学技術連盟 嘱託）, 馬渕 和広（㈱アイシン TQM推進部 部長）
趣
旨 改善活動の活発さと品質不正の発生の間に単純な因果関係は想定できないでしょう。しかし、改善活動が形骸化する職場では、品
質不正が発生しやすいと想像できます。品質よりも利益や納期を優先するような組織文化は危険です。過度な改善目標や過剰な圧
力、改善活動における情報共有の不備や意思決定の透明性の低さなどにより、改善活動自体が品質不正を誘発するリスクも理解する
必要があります。データの整合性をチェックし、現場の声に耳を傾ける体制づくりなど、改善活動と品質不正防止を有機的に連携させ
る仕組みの構築と、現場だけではなく、活動を支援するスタッフや上司、関連部署による風土づくりと一人ひとりのマインドの醸成が
重要です。第４班では、メンバーの所属する組織の具体例を持ち寄って、上記の観点を中心に議論します。

論
点

❶改善活動と品質不正防止を有機的に
連携させる仕組み

❷品質不正を未然に防止するための風
土づくりに必要なこと

❸「変えてはいけないもの」「変えなけれ
ばいけないもの」は何か

第
５
班

ビジネス変革の際の改善活動とTQM推進
竹本 康彦（早稲田大学 理工学術院 創造理工学部 教授）, 原　和宏（㈱ブリヂストン ＴＱＭ推進部 部長）
趣
旨 現代のビジネス環境は変化が激しく、ボラタイルな状況にあり、従来の事業手法が通用しない場面に直面することがあります。その
ため、製品品質などに関する着実な改善活動にとどまらず、従来のやり方を大きく変えたり、新たな仕組みを導入したりする必要が生
じる場合があります。こうした環境変化を乗り越えることは、ビジネスの質を高め、顧客満足・業務効率・組織力のすべてに直結する重
要な取り組みとなります。一方で、着実な改善活動では一定の成果が見込めるものの、変革を伴う大きな改善活動は必ずしも成果が
保障されるわけではなく、リスクを伴います。本来の改善活動には、着実な改良を目指す取り組みと、革新的な改良やブレークスルー
を目指す取り組みの双方が含まれていました。第５班では、今後ますます変化の激しくなるビジネス環境を見据え、着実な改善と大き
な改善の両面から、改善活動のあり方について意見を交わしていきます。

論
点

❶現場の改良を目指した着実な改善活
動の計画と取り組みのあり方

❷ビジネス変革の改善活動
❸「変えてはいけないもの」「変えなくて
はいけないもの」は何か

第
６
班

働き方改革と改善活動
鈴木 秀男（慶應義塾大学 理工学部 教授）, 梶原 千里（静岡大学 情報学部 准教授）
趣
旨 働き方改革は、労働時間を短縮するだけでなく、仕事の仕方を抜本的に見直す取り組みです。改善活動（QCサークルを含む）にも
様々な影響を与えると考えられます。よい影響として、労働時間短縮やフレックスタイムの導入などにより生じた時間の改善活動への
活用や、オンライン活動により、場所や時間に縛られない柔軟な活動の実施が可能となります。一方、残業時間の規制による改善活動
時間の確保の難しさや、オンライン活動では自由闊達な意見交換が阻害されるといった課題も見られます。これらを解決し、改善活動
を効果的・効率的に行うためには、支援ツールの開発や活用、そして、従業員一人ひとりが主体的に改善活動に取り組める環境を整
備することが大切です。第６班では、メンバーの所属する組織の具体例を持ち寄って、働き方改革が進む中での改善活動のあり方を
議論します。

論
点
❶働き方改革が改善活動に及ぼすメリッ
トとデメリット
❷オンラインを利用した改善活動推進の
ためには何を整備すべきか

❸「変えてはいけないもの」「変えなけれ
ばいけないもの」は何か

第
７
班

ビッグデータやAIを活用した改善活動
森崎 修司（名古屋大学 大学院 情報学研究科 准教授）, 緒方 大記（㈱ブリヂストン 新事業・ソリューション品質システム課）
趣
旨 変化の激しい現代において企業には品質管理のさらなる高度化が求められています。ビッグデータやAI（生成AIや認識AI）は、従
来の改善活動手法を強力に支援し、新たな可能性を拓くツールとして注目されています。その際、どのような視点を持てばよいでしょ
うか。解決したい品質課題やその目標設定、分析可能なデータの収集方法、活用可能なデータ分析技術やAI技術、改善活動内容、導
入・運用の課題と対策などが挙げられます。ビッグデータ・AI活用のメリットとしては、迅速な問題発見・解決、高度な分析と意思決定、
業務効率化・コスト削減、新たなイノベーションの創出などが考えられます。一方、初期導入コスト、データ品質の確保、AI人材不足、
倫理的な問題、システムの安全性の問題などの懸念点もあります。従来の改善活動手法との使い分けと融合も検討課題です。ビッグ
データやAIは強力ですが万能ではありません。状況に応じて従来手法と組み合わせることで、効果的な改善活動を実現できると考え
られます。第７班では、このような観点を中心に議論します。

論
点

❶ビッグデータ・AI活用シーンとメリット
とデメリット

❷従来の改善活動との融合と将来の改
善活動の方向性

❸「変えてはいけないもの」「変えなけれ
ばいけないもの」は何か

第
８
班

改善活動を適切に実践できる人材育成
安井 清一（東京理科大学 創域理工学部 経営システム工学科 准教授）, 荻島 賢一（コニカミノルタ㈱ 品質本部 品質保証企画部 シニアエキスパート）
趣
旨 改善活動を適切に実践していくためには、活動の考え方・スキルを持つことが必要です。そのためには、まず、すべての階層の人た
ちに改善活動の意義を理解してもらうことが重要となります。そして、改善活動を実施するための方法を教育する必要があります。こ
れまでは、例えば、QCサークル活動やスタッフによる改善活動、プロジェクト活動などの小集団活動が活動形式として位置づけられ、
考え方と必要な方法論を階層別・機能別に教育し、OJTで実践してきました。しかし、世の中の変化が激しくなっています。大量なデー
タが存在する場合も多く、生成AIの出現もあります。品質不正も顕在化してきました。これらの経営活動に関する環境変化を受けて、
改善活動を適切に実践できる人材像とそれを育成するための考え方・方法を再構築する必要があります。第８班では、改善活動を適
切に実践できる人材育成について議論します。

論
点

❶経営活動に関する環境変化（ビッグデー
タ、AI、DX、カーボンニュートラルへの
対応、品質不正の顕在化等）を受けて、
改善活動を適切に実践できる人材像

❷❶の人材像を育成するための考え方・方法
❸「変えてはいけないもの」「変えなけれ
ばいけないもの」は何か

GDテーマ、趣旨と論点120QCS グループ討論 ＊敬称略

※組織名・役職は2025年9月の表記になっております。


